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（25）「労働者生産協同組合論」
　佐藤誠　生協総合研究所（『生活協同組合研究125号』）　1986
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　石見尚　学陽書房　1986
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　菅野正純　日本協同組合学会（『協同組合研究８巻１号』）　1988
（47）「生産協同組合おける組合員の高齢化と経営問題─企業組合の実態分析」
　樋口兼次　日本協同組合学会（『協同組合研究８巻１号』）　1988
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（51）『第三世代の協同組合論─系譜と展望』
　石見尚　論創社　1988
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　畠山次郎　労働運動研究所（『労働運動研究221号』）　1988
（53）『日本労働組合論：第7章 労働者協同組合と山林労働運動』
　佐野稔　日本評論社　1988
（54）「産業空洞化と労働者協同組合の役割」
　山田定市　旬報社（『賃金と社会保障998号』)　1988
（55）「労働運動からみた労働者協同組合」
　黒川俊雄　旬報社（『賃金と社会保障998号』)　1988
（56）「地域再建と労働者協同組合運動」
　富沢賢治　旬報社（『賃金と社会保障998号』)　1988
（57）「労働者協同組合─仕事と生活を自ら発見する」
　永戸祐三・菅野正純氏インタビュ─　藤本卓　明治図書(『高校生活指導97号』)　1988
（58）『協同組合資本論：第8章 21世紀を展望する協同組合の資本と自主管理労働力）』

　服部知治　白石書店　1989
（59）「労働者生産協同組合論」
　樋口篤三　明石書店（『現代の理論267号』）　1989
（60）「市民事業の新しいフィールド」
　林和孝　明石書店（『現代の理論265号』）　1989
（61）「労働者協同組合運動の革新性」
　富沢賢治　自治体研究社（『地域と自治体17集』）　1989
（62）「第8回日本協同組合学会大会シンポジウム「生産協同組合の意義と可能性」座長問題提
起」

　富沢賢治　日本協同組合学会（『協同組合研究８巻２号』）　1989
（63）「労働者生産協同組合の現代的意義と展開の可能性」
　伊東勇夫　日本協同組合学会（『協同組合研究８巻２号』）　1989
（64）「日本の協同組合的自主企業の現状と展望」
　石見尚　日本協同組合学会（『協同組合研究８巻２号』）　1989
（65）「労働者協同組合運動と協同組合セクターの形成」
　永戸祐三　日本協同組合学会（『協同組合研究８巻２号』）　1989
（66）「労働者協同組合の現段階的性格──労働主体形成の視点とのかかわりで」
　山田定市　北海道大学（『社会教育研究９号』）　1989
（67）「自主管理・労働者協同組合の経営学」
　角瀬保雄　事業団全国連合会（『仕事の発見13号』）　1989
（68）「ヨーロッパのワーカーズ・コープ素描─イギリス・イタリアを中心に」
　岸田仁　明石書店（『現代の理論26巻５号』）　1989
（69）「マルクスの生産協同組合観」
　松村高夫　旬報社（『賃金と社会保障1018号』）　1989
（70）「今日の労働問題とワーカーズ・コレクティブ」
　嵯峨一郎　熊本商科大学（『海外事情研究16巻２号』）　1989
（71）『わたしたちはいま労働者協同組合　事業団運動10年のあゆみ』
　事業団全国連合会　中高年雇用・福祉事業団（労働者協同組合）全国連合会　1989
（72）『西暦2000年における協同組合［レイドロー報告］』
　日本協同組合学会訳編　日本経済評論社　1989
（73）「よい仕事」と労働者協同組合運動の対抗的性格──「日本的経営」との対比において
　柳沢敏勝　　事業団全国連合会（『仕事の発見14号』）　1990

（74）「中高年事業団の現状と課題」
　町田隆男　法政大学大原社会問題研究所（『大原社会問題研究所雑誌382号』）　1990
（75）「企業組合運動における不安定就業労働者の主体形成についての考察」
　梅枝裕一　北海道大学（『社会教育研究11号』）　1991
（76）『地域と職場のあいだ: 県内ワーカーズ・コレクティブ調査』
　埼玉県県民活動センタ─　埼玉県県民活動センタ─　1991
（77）「中高年雇用・福祉事業団の労働者協同組合運動」
　富沢賢治　法政大学大原社会問題研究所（『大原社会問題研究所雑誌394号』）　1991
（78）「労働者協同組合運動の国際的動向」
　中川雄一郎　法政大学大原社会問題研究所（『大原社会問題研究所雑誌394号』）　1991
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（79）「労働組合の自主経営闘争─自交総連大分地連の事例研究」
　内山哲朗　法政大学大原社会問題研究所（『大原社会問題研究所雑誌394号』）　1991
（80）「ワーカーズ・コレクティブ運動の問題提起」
　柳沢敏勝　法政大学大原社会問題研究所（『大原社会問題研究所雑誌394号』）　1991
（81）「日本における労働者協同組合の構造」
　柳沢敏勝・栗田健　明治大学（『明治大学社会科学研究所紀要35号』）　1991
（82）「モンドラゴン研究の現状と今後の課題」
　佐藤誠　事業団全国連合会（『仕事の発見18号』）　1991
（83）「労働者協同組合の基本的性格─労働概念の回復と労働協同関係の自立的編成」
　内山哲朗　事業団全国連合会（『仕事の発見19号』）　1991
（84）『文化協同のネットワーク』
　佐藤一子編　青木書店　1992
（85）「労働者協同組合の概念に関する一考察」
　小槻直史　近畿大学（『商経学叢39巻２号』）　1992
（86）「もう一つの」労働者運動─日本における労働者協同組合の実状（栗田健編著『現代日
本の労使関係』所収）

　柳沢敏勝　（財）労働科学研究所出版部　1992
（87）「国土の民主的管理と労働者協同組合─国有林の民主的再生と協同組合セクター」
　有永明人　事業団全国連合会（『仕事の発見22号』）　1992
（88）労務管理論の現代的再編への一視点─「ワーカーズ・コレクティブ型企業」と労務管
理の現代的あり方（上）（下）

　小倉行雄　福井県立大学（『福井県立大学論集１号、２号』）　1992～1993
（89）『いまなぜ労働者協同組合なのか』
　黒川俊雄　大月書店　1993
（90）『ワーカーズコープの挑戦─先進資本主義国の労働者協同組合』
　日本労働者協同組合連合会編　労働旬報社　1993
（91）「特殊な雇用・就業形態の労働者─契約社員、ワーカーズ・コープを中心に」
　大山宏　日本労働法学会（『日本労働法学会誌81号』）　1993
（92）『労働者協同組合と労働組合（協同ブックス❸）』
　協同総合研究所編　シーアンドシー出版　1993
（93）「労働者協同組合における労働者統制の意義─ウェッブの生産者協同組合批判に関連し
て」

　塚本一郎　法政大学大原社会問題研究所（『大原社会問題研究所雑誌417号』）　1993
（94）「労働者協同組合における統制の構造と実態─日本労働者協同組合連合会センター事業
団の事例に即して」

　塚本一郎　法政大学大原社会問題研究所（『大原社会問題研究所雑誌432号』）　1994
（95）「ワーカーズ・コレクティブの射程─２つのワーカーズを訪ねつつ考える」
　中村陽一　生協総研（『生協運営資料155号』）　1994
（96）「労働組合と労働者協同組合の協力共同の正しい発展のために」
　栗山嘉明　日雇労働者福祉協会（『建設一般 学習59号』）　1994
（97）「労働者協同組合とは何か─その今日的役割をめぐって」
　明野進　新日本出版社（『労働運動351号』）　1994

（98）『協同組合の時代─近未来の選択』
　河野直践　日本経済評論社　1994
（99）「労働者協同組合の経営と経営者問題」
　野寄雅博　日本協同組合学会（『協同組合研究14巻２号』）　1995
（100）「日本の労働者協同組合運動と協同組合原則改訂案」
　菅野正純　日本協同組合学会（『協同組合研究15巻１号』）　1995
（101）「北海道における労働者協同組合運動の展開過程」
　梅枝裕一　北海道大学（『教育学部紀要68号』）　1995
（102）「労働組合自主経営企業における組合機能の性格─自交総連大分地連の自主経営企業
の事例（上）（下）」
　塚本一郎　佐賀大学（『佐賀大学経済論集28巻４号、５号』）　1995～1996
（103）『仕事おこしのすすめ』
　池上淳　シ─アンドシ─出版＋協同総合研究所　1995
（104）「協同労働の法制化のポジション」
　石見尚　協同総研（『協同の發見36号』）　1995
（105）「新しい協同組合の企業形態と法制によせて」
　池上淳　協同総研（『協同の發見36号』）　1995
（106）「山村、林業の新たな協同組合とその法制化に関して」
　菊間満　協同総研（『協同の發見38号』）　1995
（107）「イタリアの社会連帯協同組合」
　石塚秀雄　日本労協連（『仕事の発見11号』）　1995
（108）協同組合おける「不分割社会的資本」の概念─株式会社と公益組織との比較から─　
堀越芳昭　山梨学院大学（『経済情報学論集1号』）　1995

（109）「労働者協同組合法の制定をすすめるにあたって」
　堀越芳昭　協同総研（『協同の發見41号』）　1995
（110）「ＩＣＡ原則と『社会的経済』の流れ─労協法の歴史的背景」
　富沢賢治　協同総研（『協同の發見41号』）　1995
（111）「協同労働」に法の裏付けを─労協法の理念・内容・意義
　石見尚　協同総研（『協同の發見41号』）　1995
（112）「地方自治と働きがいのある仕事のための協同」
　宮本憲一　協同総研（『研究年報Ⅰ』）　1995
（113）『新しい働き方─女性たちのワーカーズ・コレクティブ─』
　佐藤慶幸他　早稲田大学第一文学部社会学研究室　1995
（114）『市民参加による福祉社会づくり─福祉クラブ生協組合員に関する調査と考察─』
　佐藤慶幸ゼミ　早稲田大学第一文学部社会学専修佐藤ゼミ　1995
（115）『失業対策事業通史』
　労働省職業安定局編　雇用問題研究会　1996
（116）『福祉社会を担う女性たち─福祉クラブ生協のワーカーズ・コレクティブ─』
　佐藤慶幸ゼミ　早稲田大学第一文学部社会学専修佐藤ゼミ　1996
（117）「コミュニティづくりの担い手としてのワーカーズ・コレクティブ─あるいはコミュ
ニティ・ワークの拠点として」
　大屋幸恵　早稲田大学社研（『社会科学討究42巻１号』）　1996
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（118）「非営利セクターへのイタリアの道─ミラノの社会的連帯協同組合を訪問して」
　後房雄　協同総研（『協同の發見47号』）　1996
（119）『民主経営の管理と労働』
　有田光男　同時代社　1996
（120）「生協組合員によるワーカーズ・コープ─ワーカーズコープ・キュ─ビックの事例」
　塚本一郎　法政大学大原社会問題研究所（『大原社会問題研究所雑誌446号』）　1996
（121）『雇用形態の多様化と労働法』
　伊藤博義　信山社　1996
（122）高齢者協同組合がひらく「協同」の新しい地平
　菅野正純　協同総研（『研究年報Ⅱ』）　1996
（123）『労働者協同組合の新地平─社会的経済の現代的再生─』
　富沢賢治・中川雄一郎・柳沢敏勝編著　日本経済評論社　1996
（124）「労働者協同組合と高齢者協同組合がめざすもの、見えてきたもの」
　中田宗一郎　日本協同組合学会（『協同組合研究16巻２号』）　1996
（125）「若者労働者協同組合への挑戦」
　菊地謙　協同総研（『協同の發見50号』）　1996
（126）「労働者協同組合運動の国際的動向」
　富沢賢治　協同総研（『協同の發見52号』）　1996
（127）「労働者協同組合の農村型ワーカーズ・コープ」
　石見尚　協同総研（『協同の發見56号』）　1996
（128）「農村型ワーカーズ・コープの全体像」
　石見尚　協同総研（『協同の發見56号』）　1996
（129）「最近のモンドラゴン批判について」
　石塚秀雄　日本労協連（『仕事の発見22号』）　1997
（130）『生協の福祉サービス事業におけるワーカーズ・コープ─ワーカーズコープ愛コープ
の事例（第6回「生活協同組合研究奨励助成」研究報告論文集）』

　塚本一郎・西村万里子　生協総研　1997
（131）『非営利・協同セクターの理論と現実─参加型社会システムを求めて』
　富沢賢治・川口清史編　日本経済評論社　1997
（132）「労働者協同組合における労働主体の形成過程」
　丸山美貴子　国土社（『月刊社会教育503号』）　1997
（133）「労働者協同組合法」のめざすもの
　菅野正純　協同組合経営研究所（『協同組合経営研究月報520号』）　1997
（134）「ワーカーズコープにおける組合員参加の協同組合事業」
　菅野正純　『協同組合経営研究月報』524号　1997
（135）「労働者協同組合（ワーカーズコープ）運動と新原則の実践的役割」
　坂林哲雄　日本協同組合学会（『協同組合研究16巻４号』）　1997
（136）「ワーカーズ・コープ法律案の動向」
　菅野正純　日本協同組合学会（『協同組合研究17巻１号』）　1997
（137）「文化学習協同センター」の設立経過とめざしているもの
　佐藤洋作　協同総研（『協同の發見62号』）　1997
（138）「労働者協同組合法案の歴史的意義」

　堀越芳昭　協同総研（『協同の發見64号』）　1997
（139）「協同組合法制の刷新と労働者協同組合法」
　炭本昌哉　協同総研（『協同の發見64号』）　1997
（140）「労働者生産協同組合の基本原則と運営原則の問題に寄せて」
　小松善雄　協同総研（『協同の發見65号』）　1997
（141）「参加型経済」を担う世界の労働者協同組合
　菅野正純　協同総研（『協同の發見68号』）　1997
（142）「社会的協同組合」の現状と社会的役割、そして課題
　田中夏子　協同総研（『協同の發見72号』）　1998
（143）『協同組合の持続可能な発展を願って』
　大谷正夫　コープ出版　1998
（144）『協同で労働を組織する労協法のすすめ（研究年報Ⅲ）』
　協同総合研究所編　シ─アンドシ─出版　1998
（145）『産消混合型協同組合　第２章産消混合型協同組合組織の実像と論点』
　河野直践　日本経済評論社　1998
（146）「労働者協同組合法（第一次案）に対する批評」
　C. グラス　協同総研（『協同の發見78号』）　1998
（147）『英国協同組合法の提案と法案』
　堀越芳昭　協同総研　1998
（148）欧州における非営利・協同組織の新しい展開─「社会的協同組合」から「社会的企
業」へ─
　C.ボルサガ他　生協総研（『生協総研レポ─ト18号』）　1998
（149）「労働者自主管理企業における経営と生産（上）（下）」
　小関隆史　法政大学大原社会問題研究所（『大原社会問題研究所雑誌472号、473号』）　
1998

（150）『文化経済学』
　池上惇・植木浩・福原義春編　有斐閣ブックス　1998
（151）「文化──それは協同労働の枝に咲く(1)～（10）」
　荒木昭夫　協同総研（『協同の發見75号～86号』）　1998～1999
（152）『福祉社会と非営利・協同セクター』
　富沢賢治・川口清史編　日本経済評論社　1999
（153）『社会的経済セクターの分析─民間非営利組織の理論と実践』
　富沢賢治　岩波書店　1999
（154）『欧州ワーカーズコープ最新事情：社会的連帯・就労支援への協同の広がり：資料
集』
　協同総合研究所編　星雲社　1999
（155）『労働者協同組合で働く青年たち─日本労働者協同組合連合会センタ─事業団・事業
所で働く青年層のキャリア意識調査報告』
　平塚真樹編　法政大学社会学部平塚研究室　1999
（156）『ヨーロッパの福祉ミックスと非営利・協同組織』
　川口清史　大月書店　1999
（157）『21世紀への序曲』

266-306_9章.indd   300-301 14.3.23   11:01:17 AM



302 303

文献目録

　日本労働者協同組合連合会編　　シーアンドシー出版　1999
（158）『働き方の知恵』
　野川忍・野田進・和田肇　有斐閣選書　1999
（159）『カナダ協同組合法』
　大谷正夫、堀越芳昭　協同総研　1999
（160）「よい仕事」の現況と課題─労働現場からのメッセージ
　的場信樹　協同総研（『協同の發見85号』）　1999
（161）「良い仕事」という発想─協同労働への想像力
　内山哲朗　協同総研（『協同の發見85号』）　1999
（162）「欧米諸国の労働者協同組合法制」
　堀越芳昭　協同総研（『協同の發見89号』）　1999
（163）「日本の労働者協同組合法制定に向けてヨーロッパの経験から何を学び取るか」
　中川雄一郎　協同総研（『協同の發見91号』）　1999
（164）「雇用社会における労働者協同組合─労働関係法制の役割と雇用政策上の機能」
　野川忍　協同総研（『協同の發見91号』）　1999
（165）「イタリア・レガコープ第35回大会─協同組合法制の改革を中心に」
　吉田省三　協同総研（『協同の發見92号』）　1999
（166）「[労協法文献リスト]労働者協同組合と労協法を考える」
　菅野正純　協同総研（『協同の發見94号』）　2000
（167）『仕事と職場を協同で創ろう：ワーカーズ・コープとシニア・コープ』
　石見尚編著　社会評論社　2000
（168）『農村女性による起業と法人化』
　岡部守編　筑波書房　2000
（169）「世界の窓から　海外のワーカーズコープの新動向─スペイン・カタルーニアの社会
サービス協同組合」
　石塚秀雄　日本労協連（『仕事の発見37号』）　2000
（170）「介護サービス分野のワーカーズ・コープの日英比較」
　塚本一郎　佐賀大学（『佐賀大学経済論集33巻２号』）　2000
（171）「労働者協同組合」
　小関隆志　法政大学大原社会問題研究所（『大原社会問題研究所雑誌500号』）　2000
（172）『日本協同組合学会20年史』
　日本協同組合学会20年史編集委員会編　日本協同組合学会　2000
（173）『協同組合企業とコミュニティーモンドラゴンから世界へ─』
　G.マクラウド著/中川雄一郎訳　日本経済評論社　2000
（174）「現代フランスの協同組合法Note（2001年7月17日の法律第2001－624号による改正
を経た法律）」
　島村博　協同総研（『協同の發見114号』）　2001
（175）『キリスト教社会主義と協同組合』
　中川雄一郎　日本経済評論社　2002
（176）「労働者協同組合に働く青年組合員の仕事観，地域観，経営観～2001年仕事と暮らし
のアンケート調査の結果をもとに」
　岡安喜三郎　協同組合経営研究所（『協同組合経営研究月報587号』）　2002

（177）『社会的排除と「協同の教育」』
　鈴木敏正編著　御茶の水書房　2002
（178）「協同労働と人間の発達を求めてⅡ, Ⅱ（その２）」
　荒木昭夫　協同総研（『協同の發見124号、125号』）　2002
（179）『第四世代の協同組合論─理論と方法』
　石見尚　論創社　2002
（180）「新しい働き方、ワーカーズ・コープとその法制化」
　菊地謙　横浜市（『勤労よこはま450号』）　2002
（181）「労働者協同組合の基本問題（上）（下）─その運動と組織と経営─」
　角瀬保雄　法政大学（『経営志林39巻２号、３号』）　2002
（182）『雇用構造の転換と新しい労働の形成：大失業時代における非営利協同、ワーカーズ・
コープの展開』
　大黒聰　こうち書房　2003
（183）「労働者協同組合の運動・組織・経営」
　角瀬保雄　協同総研（『協同の發見129号』）　2003
（184）「協同労働とアソシエーション」
　田畑稔　協同総研（『協同の發見133号』）　2003
（185）「ワーカーズコープと社会的経済」
　富沢賢治　協同総研（『協同の發見132号』）　2003
（186）「イタリア社会的協同組合Ｂ型の意義」
　佐藤紘毅　市民セクター政策機構（『社会運動281号』）　2003
（187）『ILO・国連の協同組合政策と日本』
　日本協同組合学会　日本経済評論社　2003
（188）『イタリアの労働と法─伝統と改革のハーモニー』
　大内伸哉　日本労働研究機構　2003
（189）『社会的経済の促進に向けて─もう一つの構造改革<市民・協同セクター>の形成へ』
　「社会的経済」促進プロジェクト　同時代社　2003
（190）「協同組合三十年～大学生協・アジア・協同労働」
　岡安喜三郎　学士会『学士会会報842号』）　2003
（191）「【国際労働問題シンポジウム】雇用関係の範囲（労働者性）─働く人の保護はどこま
で及ぶか？」
　大原社研　法政大学大原社会問題研究所（『大原社会問題研究所雑誌545号』）　2004
（192）「第二次ベルルスコーニ政権と協同組合規制」
　吉田省三　協同総研（『協同の發見145号』）　2004
（193）「イタリア社会的協同組合調査報告」
　協同総合研究所編　協同総研（『協同の發見・別冊』）　2004
（194）『イタリア社会的経済の地域展開』
　田中夏子　日本経済評論社　2004
（195）「労働者協同組合の到達段階と戦略課題」
　古村伸宏　日本協同組合学会（『協同組合研究23巻４号』）　2004
（196）「ワーカーズ・コレクティブの到達段階と戦略課題」
　井瀧佐智子　日本協同組合学会（『協同組合研究23巻４号』）　2004
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（197）「研究例会報告　新しい働き方としてのワーカーズ・コープ」
　大黒聰　東信堂（『労働社会学研究５号』）　2004
（198）「労働者協同組合の資本問題と立法上の論点」
　島村博　日本協同組合学会（『協同組合研究』24巻１号」）　2005
（199）「協同労働者の労働権をとりまく仕組（前）（後）」
　島村博　協同総研（『協同の發見151号、153号』）　2005
（200）「協同労働の協同組合」における固有権⑴⑵⑶‐1⑶‐2
　島村博　協同総研（『協同の發見154号、155号、157号、158号』）　2005
（201）「マルチステ─クホルダ─の協同を促進する労働モデル、協同労働」
　岡安喜三郎　日本経営工学会（『経営システム15巻３号』）　2005
（202）「現代社会と協同労働の意義」
　現代協同論（武市編『協同組合社会主義論』）　大内力（武市蕭編）　こぶし書房　2005
（203）特集「協同労働の協同組合」
　丸山茂樹ほか　JC総研『にじ615号』　2006
（204）「協同労働の協同組合法～その歴史的意義と現代的意味」
　島村博　協同総研（『協同の發見168号』）　2006
（205）「再論：協同労働法制のニュー・バージョンの必要性」
　石見尚　協同総研（『協同の發見166号』）　2006
（206）「日本のワーカーズコープ─発展と展望」
　菊地謙　アジェンダ・プロジェクト（『アジェンダ15号』）　2006
（207）「特集　非営利・協同の事業のこれから：ワーカーズ・コレクティブを中心に」
　島田祥子他　生協総研（『生活協同組合研究377号』）　2007
（208）『日本型ワーカーズコープの社会史：働くことの意味と組織の視点』
　石見尚　緑風出版　2007
（209）『森林組合論─地域協同組合運動の展開と課題』
　小川三四郎　日本林業調査会　2007
（210）「【第19回国際労働問題シンポジウム】雇用関係と労働者保護」
　大原社研　法政大学大原社会問題研究所（『大原社会問題研究所雑誌581号』）　2007
（211）「アジア初の社会的企業法成立に注目─韓国」
　岡安喜三郎　市民セクター政策機構（『社会運動326号』）　2007
（212）『社会的企業とコミュニティの再生第2版 イギリスでの試みに学ぶ』
　中川雄一郎　大月書店　2007
（213）『労働者代表法制に関する研究』
　大内伸哉　有斐閣　2007
（214）「協同労働の可能性と公共サービスの再創造」
　坂林哲雄　協同総研（『協同の發見177号』）　2007
（215）「労働ビッグバン」とワーカーズコープ
　荒又重雄　協同総研（『協同の發見177号』）　2007
（216）ワーカーズコープの今日的意義─「社会的排除」「福祉から就労へ」との関わり
　橋本理　協同総研（『協同の發見179号』）　2007
（217）「協同労働運動の新段階─コミットメント経営を提起する」
　永戸祐三　協同総研（『協同の發見184号』）　2007

（218）『農協法の成立過程（復刻版）』（初版は1961年）
　小倉武一・打越顕太郎監修　協同組合経営研究所　2008
（219）「イタリア社会的協同組合 案内」
　岡安喜三郎　協同総研（『協同の發見190号』）　2008
（220）「協同労働法が創る人と社会の未来─市民と公共の新たな在り方を考える」
　島村博　協同総研（『協同の發見197号』）　2008
（221）「協同出資・協同経営で働く協同組合法」の制定に向けて
　島村博　旬報社（『労働法律旬報1668号}）　2008
（222）『ボロ─ニャ紀行』
　井上ひさし　文藝春秋　2008
（223）『非営利・協同システムの展開』
　中川雄一郎・柳沢敏勝・内山哲朗編著　日本経済評論社　2008
（224）「協同労働」新しい豊かな公共と社会連帯を地域で育む協同組合への挑戦
　古村伸宏　JC総研（『にじ625号』）　2009
（225）「[連載]協同組合における不分割積立金の歴史と理論( ７回シリーズ）」
　堀越芳昭　協同総研（『協同の發見208、209、210、211、212、213、215号』）　2009
（226）ワーカーズコープの「仕事おこし」の歴史と展望
　古村伸宏　協同総研（『協同の發見208号』）　2009
（227）「ワーカーズコープによる指定管理受託」
　細谷洋子　図書館問題研究会（『図書館評論50号』）　2009
（228）「協同労働と雇用社会─労働機会創出への選択的回路」
　内山哲朗　専修大学（『専修大学社会科学研究所月報550号』）　2009
（229）『マルクス・エンゲルス・レーニンと協同組合─資本主義・社会主義・協同組合─』
　日野秀逸　本の泉社　2010
（230）「資料に見るイタリア非営利協同経済の今⑵⑶　社会的企業法（上）（下）」
　田中夏子　協同総研（『協同の發見201号、212号』）　2009～2010
（231）『イタリア学習社会の歴史像』
　社会連帯にねざす生涯学習の協働　佐藤一子　東京大学出版会　2010
（232）協同労働から新しい「公共の可能性」を
　永戸祐三　協同総研（『協同の發見216号』）　2010
（233）「協同労働の協同組合の可能性」
　野川忍　協同総研（『協同の發見221号』）　2010
（234）『協同組合の役割と未来：共に生きる社会をめざして』
　家の光協会編　家の光協会　2011
（235）『協同組合の社会経済的制度』
　堀越芳昭　日本経済評論社　2011
（236）労働者協同組合が果たしている社会的役割─「新しい公共」の担い手としての協同組合
　岡田俊介　日本協同組合学会（『協同組合研究」30巻３号』）　2011
（237）「周辺地域」における労働者協同組合の事業活動とNPO法人化の意義─北海道北部・
労働者協同組合おといねっぷの取り組みを中心に─
　佐々木雅夫・佐藤信　日本協同組合学会（『協同組合研究」30巻３号』）　2011
（238）それは「学習」からはじまった─入門モンドラゴン協同組合
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　JA全中教育部　全国農業協同組合中央会　2011
（239）「イタリア協同組合から学ぶ─労働者協同組合の伝統」
　津田直則　JC総研（『にじ635号』）　2011
（240）労働者協同組合における若者自立支援事業から見えてくる「正統的周辺参加」の課題
　大高研道　JC総研（『にじ635号』）　2011
（241）「労働者協同組合と労働者保護─経営参加と労働者保護との両立は可能か」
　岡安喜三郎　JC総研（『にじ636号』）　2011
（242）今なぜ、「協同労働」？─ワーカーズコープ等の取り組みの経過と課題＜シリーズ・
新たな社会構想をめざして(1)＞
　田中夏子　科学者会議（『日本の科学者46巻４号』）　2011
（243）『協同で仕事をおこす　社会を変える生き方・働き方』
　広井良典編著　コモンズ　2011
（244）『協同組合の新たな展開─連帯経済の担い手として─』
　高木郁朗他　連合総合生活開発研究所　2011
（245）「韓国における協同組合基本法制定の経過と課題」
　李炳學　協同総研（『協同の發見235号』）　2012
（246）韓国で「協同組合基本法」が成立、社会的協同組合の条文も
　岡安喜三郎　協同総研（『協同の發見235号』）　2012
（247）『日本発　共生・共働の社会的企業』
　共同連　現代書館　2012
（248）『社会変革の協同組合と連帯システム』
　津田直則　晃洋書房　2012
（249）『都市に村をつくる─「協同組合コミュニティ」に根ざしたくにづくりのために』
　石見尚　日本経済評論社　2012
（250）「労働者協同組合運動─その到達点と課題」
　岡安喜三郎　基礎経済研（『経済科学通信130号』）　2012
（251）「世界の社会的協同組合の動向─イタリア・ヨーロッパ・そしてアジアへ、法制定に
関わって─」
　岡安喜三郎　協同総研（『協同の發見242号』）　2012
（252）「協同労働と創造的学習」
　宮_隆志　JC総研（『にじ640号』）　2012
（253）『闘う社会的企業』
　藤井敦史・原田晃樹・大高研道編著　勁草書房　2013
（254）「フランス 協同組合一般法（2013年5月20日現在版）」
　島村博　協同総研（『協同の發見248号』）　2013
（255）特集「労働者協同組合と協同運動」
　富沢賢治他　生協総研（『生活協同組合研究448号』）　2013
（256）特集「格差貧困等社会排除の克服」　
津田直則他　JC総研（『にじ642号』）　2013
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